

















れるパ リ,ロ ン ドン,ミ ラノ,ニ ューヨー
クそ して東京 とい う都市 単位でのフ ァッ
ションが,個 性化 されている。 これ らの都
市には知名度の高いフ ァッションス トリー











半以降,顕 著にな・って きている。その きっ
かけを作った原因の一つ は,「アンアン」
や 「ノンノ」に代表 されるように,デ ザイ
ナーやコーデ ィネイターの思惑 とは別に,
街行 くわか ものの姿 を都市 ごとに紹介 し,・
都市空間 におけるフ ァッシ ョンの地域性を
重視する雑誌編集によるものである。 これ
は作 り手 と受 け手の情報の相互浸透 を果 し
て きた。 メディアによって吸引 されたふつ
うのわか ものが,個 々のライフスタイルや
価値観をファッシ ョンで体現すべ く,群 が
り歩 く。そこで創 り出す装いがフ ァッショ
ンの最先端を映す鏡として注 目されて,ス
トリー トファッシ ョンの具体 的なイメージ
を提供 している。 この結果,フ ァッシ ョン
の生起の源点が多様化 し,中で も装 う個人
の生活 と環境への眼差 しが向けられてきた
のは特徴的である。
ス トリー トファッシ ョンは1960年代のロ
ンドンのわか ものが体制に反旗 を翻す形で
先導 し始めたが,こ んにちでは街や通 りの
単位で見られるファッションと考えでよい
だろ う。 ミニ ・ス カー トが,オ ー ト・ク




において,ス トリー トファッションが街 と
結 びついて,も う一つの価値の発信源た り
得 ることを示 している。 このことからもス
トリー トファッションをオル ターナティ





するために機能 し,ス トリニ トフ ァッショ
ンを生み出す と位置づける。パフォーマン
スには人々の積極的な自己表現から何気な








に見 られる創造性 を重視する観点 に立 って,
具体的な都市の事例 として渋谷 について考
察 した ものである。
今 日的なファッシ ョン街とは,都 市の繁
華街が再開発 された り,住宅街やオフィス
街あるいは工場 や空き地 などにフ ァッショ
ンビルやブティックなどが進出 して生起す
る。また建築や街並みの環境が区域や通 り





が担い手 となって,繁 華街の再開発 と拡張,
さらに繁華街 と住宅街 との連携的な開発 と
い う物理的な整備が,都 市空 間の ファッ
シ ョン化の環境 を提供 した。具体的にはま
ずパルコの開店(1973年)とそれにともな
う公園通 り,通 称ヴィア ・パルコの命名と
道路の物理的な整備 にはじまる。名前が抱
かせ るイメージをカラー舗装,並 木,ス ト
リー ト・ファーニチャー(電 話ボ ックス,








一方で,パ ルコが 情報発信基地 として機
能す ることによって,こ れに答えるように
わかものが集 まり,歩 く人が美 しく見える
この街路の空間がぴフォーマ ンスの舞台と
なったことが重要 な出来事である。大道芸
や イベ ン トも盛 ん に行 われ,街 路は パ
フ ォーマティヴな状況が盛 り上が りを見せ,
「見る」,「見 られる」関係が際立てられる。
表通 りにとどまらず,あ ちこちの路地へ
とわか ものが練 り歩 く通 りが拡大 され,
個 々の通 りは集まる人々の年齢層やタイプ
で個 性化 して い る。 か つ ての歓 楽街 が














発信力をます ます誇示 し続けてい る。
以上,渋 谷 を事例としてオ ルターナテ ィ
ヴ ・ファッシ ョンの生起 について検討 した
が,フ ァッシ ョンの創造における作 り手 と
受け手 との コミュニケーシ ョンの関係 から,
ス トリー トファッションの役割 と意味を今
後 さらに検討する必要があると考える。、
(みずたに・ゆみこ 成安女子短期大学)
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